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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、使用するプラットフォーム

およびソフトウェアリリースの Bug Search Toolおよびリリースノートを参照してください。
このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリース

のリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、
http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

リンクステートトラッキングの設定の制約事項
•この機能は、LAN Baseイメージのみでサポートされています。

•スイッチ 1つにつき、設定できるリンクステートグループは 2つだけです。

•インターフェイスは、複数のリンクステートグループのメンバにはなれません。

•リンクステートグループ内でアップストリームインターフェイスとして定義されている
インターフェイスを、リンクステートグループ内でダウンストリームインターフェイス

として定義することはできません。
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•ダウンストリームのEtherChannelインターフェイスの一部となる個々のインスターフェイ
スでリンクステートトラッキングをイネーブルにしないでください。

関連トピック

リンクステートトラッキングの概要（2ページ）
リンクステートトラッキングの設定方法（5ページ）
リンクステートトラッキングステータスの監視

リンクステートトラッキングの概要
リンクステートトラッキングは、トランクフェールオーバーとも呼ばれ、複数のインターフェ

イスのリンクステートをバインドします。リンクステートトラッキングはサーバ NICアダプ
タのチーミングと連動させることができ、ネットワークに冗長性を提供します。サーバNICア
ダプタがプライマリまたはセカンダリの関係で設定されており、プライマリインターフェイス

でリンクが失われた場合は、ネットワーク接続が透過的にセカンダリインターフェイスに切り

替えられます。

ポートの集合（EtherChannel）またはアクセスモードかトランクモードのいずれかの単一の物
理ポートをインターフェイスに指定できます。

（注）

次の図の設定では、ネットワークトラフィックフローのバランスが確実に保たれます。
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図 1 :一般的なリンクステートトラッキングの設定

•スイッチと他のネットワークデバイスへのリンクの場合

•サーバ 1とサーバ 2は、プライマリリンクにスイッチ Aを使用し、セカンダリリン
クにスイッチ Bを使用しています。

•サーバ 3とサーバ 4は、プライマリリンクにスイッチ Bを使用し、セカンダリリン
クにスイッチ Aを使用しています。

•スイッチ Aのリンクステートグループ 1

•スイッチ Aはリンクステートグループ 1を介して、プライマリリンクをサーバ 1お
よびサーバ 2に使用します。ポート 1はサーバ 1に、ポート 2はサーバ 2にそれぞれ
接続されます。ポート 1およびポート 2はリンクステートグループ 1でダウンスト
リームインターフェイスとして使用します。

•ポート 5およびポート 6は、リンクステートグループ 1を介して分散スイッチ 1に接
続されます。ポート 5およびポート 6は、リンクステートグループ 1でアップスト
リームインターフェイスとして使用します。

•スイッチ Aのリンクステートグループ 2
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•スイッチ Aはリンクステートグループ 2を介して、セカンダリリンクをサーバ 3お
よびサーバ 4に使用します。ポート 3はサーバ 3に、ポート 4はサーバ 4にそれぞれ
接続されます。ポート 3およびポート 4はリンクステートグループ 2でダウンスト
リームインターフェイスとして使用します。

•ポート 7およびポート 8は、リンクステートグループ 2を介して分散スイッチ 2に接
続されます。ポート 7およびポート 8は、リンクステートグループ 2でアップスト
リームインターフェイスとして使用します。

•スイッチ Bのリンクステートグループ 2

•スイッチ Bはリンクステートグループ 2を介して、プライマリリンクをサーバ 3お
よびサーバ 4に使用します。ポート 3はサーバ 3に、ポート 4はサーバ 4にそれぞれ
接続されます。ポート 3およびポート 4はリンクステートグループ 2でダウンスト
リームインターフェイスとして使用します。

•ポート 5およびポート 6は、リンクステートグループ 2を介して分散スイッチ 2に接
続されます。ポート 5およびポート 6は、リンクステートグループ 2でアップスト
リームインターフェイスとして使用します。

•スイッチ Bのリンクステートグループ 1

•スイッチ Bはリンクステートグループ 1を介して、セカンダリリンクをサーバ 1お
よびサーバ 2に使用します。ポート 1はサーバ 1に、ポート 2はサーバ 2にそれぞれ
接続されます。ポート 1およびポート 2はリンクステートグループ 1でダウンスト
リームインターフェイスとして使用します。

•ポート 7およびポート 8は、リンクステートグループ 1を介して分散スイッチ 1に接
続されます。ポート 7およびポート 8は、リンクステートグループ 1でアップスト
リームインターフェイスとして使用します。

分散スイッチやルータに障害が発生したり、ケーブルが切断されたり、リンクが失われたため

に、リンクステートグループ内でアップストリームポートが利用不能や接続不能になる場合

があります。これらは、リンクステートトラッキングがイネーブルの際の、ダウンストリーム

インターフェイスとアップストリームインターフェイス間の相互作用です。

•アップストリームインターフェイスがリンクアップステートの場合、ダウンストリーム
インターフェイスをリンクアップステートに変更したり、リンクアップステートのまま

にしたりすることができます。

•すべてのアップストリームインターフェイスが利用不能になった場合、リンクステート
トラッキングが自動的にダウンストリームインターフェイスを errdisableステートにしま
す。サーバ間の接続は、自動的にプライマリサーバインターフェイスからセカンダリサー

バインターフェイスに変更されます。たとえば、前の図で、ポート6のアップストリーム
リンクが切断されても、ダウンストリームポート 1および 2のリンクステートは変わり
ません。ただし、アップストリームポート5のリンクも切断された場合、ダウンストリー
ムポートのリンクステートがリンクダウンステートに変更されます。サーバ1およびサー
バ 2の接続については、リンクステートグループ 1からリンクステートグループ 2へ変
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更します。ダウンストリームポート3およびダウンストリームポート4は、リンクグルー
プ 2であるためステートを変更しません。

•リンクステートグループが設定されている場合、リンクステートトラッキングはディセー
ブルで、アップストリームインターフェイスが切断され、ダウンストリームインターフェ

イスのリンクステートは変更されないままになります。サーバはこのアップストリーム接

続が切断されたことを認識せず、セカンダリインターフェイスにフェールオーバーしませ

ん。

障害のあるダウンストリームポートをリンクステートグループから削除することで、ダウン

ストリームインターフェイスのリンクダウン状態から復旧できます。複数のダウンストリーム

インターフェイスを復旧させるには、リンクステートグループをディセーブルにします。

関連トピック

リンクステートトラッキングの設定方法（5ページ）
リンクステートトラッキングステータスの監視

リンクステートトラッキングの設定：例（6ページ）
リンクステートトラッキングの設定の制約事項（1ページ）

リンクステートトラッキングの設定方法
リンクステートトラッキングを有効にするには、リンクステートグループを作成し、そのグ

ループに割り当てるインターフェイスを指定します。このタスクはオプションです。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

デバイス# configure terminal

リンクステートグループを作成して、

リンクステートトラッキングを有効に

link state track number

例：

ステップ 2

します。グループ番号は 1または 2で
す。デフォルトは 1です。デバイス(config)# link state track 2

設定する物理インターフェイスまたはイ

ンターフェイスの範囲を指定して、イン

interface interface-id

例：

ステップ 3

ターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。デバイス(config)# interface
gigabitethernet2/0/1

有効なインターフェイスには、アクセス

またはトランクモード（IEEE 802.1q）

リンクステートトラッキングの設定
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目的コマンドまたはアクション

のスイッチポートかルーテッドポート

が含まれます。

Etherchannelインターフェイス
の一部となる個々のインス

ターフェイスでリンクステー

トトラッキングを有効にしな

いでください。

（注）

リンクステートグループを指定し、グ

ループ内のインターフェイスをupstream
link state group [number]{upstream |
downstream}

例：

ステップ 4

または downstreamインターフェイスに
設定します。

デバイス(config-if)# link state group
2 upstream

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

デバイス(config-if)# end

関連トピック

リンクステートトラッキングの概要（2ページ）
リンクステートトラッキングの設定：例（6ページ）
リンクステートトラッキングの設定の制約事項（1ページ）

リンクステートトラッキングのモニタリング
次の表のコマンドを使用してリンクステートトラッキングのステータスを表示できます。

表 1 :リンクステートトラッキングステータスをモニタするコマンド

説明コマンド

リンクステートグループ情報を表示します。show link state group [number] [detail]

リンクステートトラッキングの設定：例
次に、リンクステートグループ 1を作成してリンクステートグループにインターフェイスを
設定する例を示します。

リンクステートトラッキングの設定
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デバイス# configure terminal
デバイス(config)# link state track 1
デバイス(config-if)# interface range gigabitethernet1/0/21-22
デバイス(config-if)# link state group 1 upstream
デバイス(config-if)# interface gigabitethernet1/0/1
デバイス(config-if)# link state group 1 downstream
デバイス(config-if)# interface gigabitethernet1/0/3
デバイス(config-if)# link state group 1 downstream
デバイス(config-if)# interface gigabitethernet1/0/5
デバイス(config-if)# link state group 1 downstream
デバイス(config-if)# end

関連トピック

リンクステートトラッキングの概要（2ページ）
リンクステートトラッキングの設定方法（5ページ）
リンクステートトラッキングステータスの監視

リンクステートトラッキングに関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

Catalyst 2960-Xスイッチ Layer
2コマンドリファレンス

レイヤ 2コマンドリファレンス

標準および RFC

タイト

ル

標

準/RFC

—なし

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィー
チャセットに関するMIBを探してダウンロードするには、次
の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

本リリースでサポートするす

べてのMIB

リンクステートトラッキングの設定
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジー
に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、

マニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを

提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。

リンクステートトラッキングの機能情報

機能情報リリース

この機能が導入されました。Cisco IOSリリース 15.0(2)EX
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